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CS-807の 呼 吸器 感染 症 にお ける臨床 的検討

螺良英郎 ・福山興一 ・中川 勝 ・奥本 毅

国立療養所 刀根山病院内科

新しく開発された経口用のセファロスポリン剤CS-807を 呼吸器感染症6例 に投与してその有効

性と有用性を検討した。臨床効果判定により著効1例,そ の他の5例 は有効であった。2例 に軽度

の肝機能異常を認めたが,そ のうち1例 は投与前より,GOT,GPTが 正常値を越えていた症例

であった。その他には副作用の発現は1例 もなく,有 用性があると判定 した。

CS-807は 三共株式会社が経口用セファロスポリン剤

として開発したものであって,内 服後腸管から吸収され,

腸管壁のエステラーゼによって抗菌活性のあるR。3763

に速 やかに加水分解される。R-3763は グラム陽性,陰

性の細菌に対し,広 範囲の抗菌スペクトラムを有 し,特

にβ一ラクタマーゼに安定である。特にこれまで経口用

セ ファロスポリン剤の抗菌力の及ばなかったEmter-

obscter,Sermtia,イ ンドール陽性プロテウス属にも抗菌

活性を有する1,2)。

1.対 象および方法

昭和61年4月15日 よ り62年2月12日 の間に国立療養

所刀根山病院入院の男性,女 性各3例,年 齢は37歳 の

1例 を除 き,57歳 か ら76歳 の患者を対象に投与した。

感染症 としての診断名は肺炎2例,気 管支肺炎1例O慢

性気管支炎3例 である。基礎疾患を有しないものが2例,

肺気腫1例,気 管支喘息 ・肝炎1例,悪 性関節 リウマチ

1例 および強皮症が1例 であった0

CS-807の 投与方法は200mg 1日2回,14日 間(1例 は

13日)投 与例4例,100mg1日2回,25日 間 と14日 間 の

投与の各1例 であった。効果判定は自覚症状,他 覚的所

見,特 に肺X線 所見の改善度 喀疾の細菌学的検査を

行って著1効excellent,有 効good,や や有効fair,無 効

poorの4段 階に分類した。

II.成 績(Table1,2)

症例3で は39Cの 発 熱,咳,疾,呼 吸困難,全 身倦

怠等があり,肺X線 所見で右肺下葉の気管支肺炎像を認

めたので,CS-8侃1日400mg投 与 を開始 した。投与

7日 後 より肺陰影は減少し,疲 の性状も粘性となり,喀

疾中に認められたStreptococcus sang跳 もす ぐ消失し,

常在菌と変わった。さらに一週後には肺X線 所見はさら

に改善 し,CRP値 も陰性化した。以上の臨床効果およ

び菌消失効果等から見て,著 効と判定した。本例におい

ては慢性肝炎もあり,元 来GPT,GOT,Al―P値 も

高値であったのが,CS-807投 与後,こ れらの検査値が

上昇したが,こ れは肝炎に基づく結果と考えられた。2

例の肺炎は症例1,症 例4で あるが,い ずれも臨床症状

の改善および肺X線 所見の改善等から見て,著 効とし

てもよいが,効 果の発現がやや遅かったので有効と判定

した。慢性気管支炎の3例(症 例2,5,6)に おいて

も細菌学的推移,臨 床所見の改善からいずれも有効と判

定 しえた。除菌効果もよかった。またこれらの症例にお

いては肝機能異常その他の副 乍用は認められなかった。

以上の結果から総括 して,CS-807は 呼吸器感染症に用

いた結果 有用性の高いセファロスポリン系抗生剤と考

えられた。

HI.考 察

新しい経ロセファロスポリン剤であるCS-807を 呼吸

器感染症6例 に使用しいずれも有効 うち1例 は著効の

判定を行なった。従ってこの範囲では有効例は100%で

あった。副 乍用として臨床検査値の異常が認められたが,

元来,肝 機能異常の伴う慢性肝炎に使用したためであり,

他の1例 は僅かに正常値を越したにすぎずCS-807に よ

る肝障害は殆んどないものと考えられる。以上の結果か

ら本剤は呼吸器感染症に用いて有用であると結論しえた。
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CS-807 IN RESPIRATORY INFECTIONS

EIRO TSUBURA, KOHICHI FUKUYAMA, MASARU NAKAGAWA and TSUYOSHJ OKUMOTO

National Sanatorium, Toneyama Hospital

A new oral cephem, CS-807, was administered to six patients (two cases of pneumonia, one case of

bronchopneumonia and three cases of chronic bronchitis) for 13 to 25 days at a daily dose of 200 or 400mg.

The results obtained were excellent in one case and effective in the other five cases,

Abnormal liver function was noted in two cases, but the abnormality was minimal. There were otherwise

no adverse reactions.


